
「宝島ボランティア活動」を通じて知った日本
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※私が今回こういったボランティア活動に参加したのは 「日本人の日常J をより深く知るためで

す。 今後の研究テ ー マを 「日本人の世論・意識J にしようとJ思っているので、他の日本人の学生

とはインターンシップに対する考え方が違うことをご了承ください。

1. 初めに：「宝島ボランティア活動Jに参加した理由

私が「宝島（ 鹿児島県）Jという離島でボランティア活動をしようとした理由は単純だ。 「島国j

の日本で留学生活をしながらも、そういった事実を実感する機会がほとんどなかったためだ。東

京が港町という事実も同様に忘れてしまいがちだ。 「島国」という特徴を自分で直接感じたかった

ことが、参加した一番の理由だ。

日本が 「列島」と呼ばれるのに、私は本州、北海道、九州しか行ったことがなかった。 「これで

は韓国での生活と変わらない」 と考えたほど、私は 「物足りなさJを感じていた。 しかし、ただ

単にどこかの島に旅行に行くより意味のある活動をし、現地の人々と触れ合いながら、何か役に

立ちたいと思った。

そうした中、インターネット検索で、偶然 「ECOFFJ という NPO 法人を見つけた。主に日本

の離島 （宝島、諏訪之瀬島等） や台湾 ・ ベトナムの村の人々と日本の若者をつなぐ活動を事業と

して行っている団体だった。とりわけ、日本及び海外の 「村おこしJ という目標を掲げている NPO

である。 ECOFF については後述するが、NPO の職員は島で活動することでなく、現地の人々と

ボランティア参加者を仲介する役割を担っている。 もちろん、出発前の準備や参加者とのやり取

りはすべて「ECOFFJ を通じて行われる。 参加費の一部は ECOFF への寄付金ともなる。韓国で

はこういった活動方式に接したことがなかったので新鮮に感じた。

ECO FF のホームペー ジ上（ecoff.org）で確認できたのはボランティア活動をする場所と日程、

そして漠然とした活動の内容程度だった。 私は最初、名前に惹かれ 「宝島」 に場所を決めた後、

活動期間を8月24 日からの十日間とした。宝島は鹿児島港からなんと 「13時間」 もかかる。23

時に出港するフェリ ー （ フェリ ーとしま） は次の日の朝日 ～12 時に着く。 フェリ ーを紹介して

いるウエブサイトには「天気により出港や所要時間に大きな差がある Jと書かれていた。しかも、

宝島で私の携帯電話がつながらないことも初めて知った。ドコモとソフトパンクはつながってい

るが、AU はまだ設備がないという説明だ
、
った。 Wifi の繋がる宿以外では、携帯電話は使えない

のだという。 「離島での生活Jを出発前から実感した瞬間だ
、
った。 「 勇気と覚倍が要 る」ともいえ

るボランティア活動だ
、
った。

私は2010年11月に北朝鮮の砲撃があった「註岸話jに新聞記者として取材に行ったことがあ

る。延坪島は1?Mから船で4時間程かかる島だが、北朝鮮の議議半島まで30分～1時間しかか
からない。 韓国より、むしろ北朝鮮のほうに近い島である。 このため、島の住民は北朝鮮の情勢
























